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バ
レ
エ
ダ
ン
ス
も
予
定
さ
れ
て 

 ※本紙中「社協」とは寝屋川市社会福祉協議会のことです 

おもなContents： 

□ ボランティアグループ紹介 

「おっとこまえの会」 

□ 138人のボランティアが活動 

□ 市内各所で開催 

「Ｖ活動きっかけづくり講座」 
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活
動
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

は
補
助
や
助
成
な
ど
の
支
援
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

あ
り
ま
す
。 

 

２７
年
度
は
制
度
の
動
き
も

見
据
え
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ら
で
は
の
支
え
合
い
活
動 

を
充
実
し
、
健
康
で
元
気
な
住

民
が
増
え
、
介
護
予
防
に
つ
な

が
る
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。 

改
正
後
に
望
ま
れ
る
も
の 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

住
民 

 平成12年に導入された介護保険法が、改

正期を迎え、本年４月より施行される。そ

れにともないボランティアや住民、NPOなど

による支えあい活動への期待がますます高

まってくるようです。 

 

今
回
の
改
正
で
は
、
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
多
用
な
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
は
か
り
つ
つ
、
地
域

の
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
が
推

進
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

寝
屋
川
市
内
で
は
す
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
中
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
も
多
く 
地域のお年寄りが集うサロン。歌、おしゃべり、

手作り、体操などを楽しみながら健康維持をは

かり、見守りの場にもなっている 

住
民
に
よ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ゴ

ミ
出
し
や
見
守
り
活
動
。
地
域

の
サ
ロ
ン
活
動
や
運
動
、
交
流

の
場
づ
く
り
な
ど
の
支
え
合
い

活
動 

日 時：３月８日（日） 

     午前10時から午後４時 

場 所：市立保健福祉センター 

     ５階 多目的室 他 

参加団体・個人： 

    福祉施設や高齢者サロン

などで歌や踊りなどの特 

 

技を披露しようとする人 

内 容：活動披露 20 組、パネル

展示など30組 

＊詳細が決まり次第、市広報紙、

社協機関紙、ホームペー

ジに掲載。 

文中「V」はボランティアのことです 

V を求める関係機関に対して、V 団体や個人 V が活動内容などを

紹介する「活動見本市」を下記のとおり予定しています。 
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と き：１月２４日(土) １１：００～１４：３０ 

ところ：市立総合センター２階講堂、フロアー 

 

 

主 催：寝屋川市障害児者福祉施設協議会 

内 容：舞台イベント・自主製品販売・喫茶 

 

 

 

１１
月
２３
・
２４
日
、子
育
て
サ
ロ
ン
の
実
践
者
の
た
め
の「
お

も
ち
ゃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
を
開
き
ま
し
た
。  

「
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
、

遊
ぶ
の
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い

！！
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
新

聞
紙
の
活
用
に
感
動
」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

【活動内容】 

子どもからお年寄りまで、体内リズ

ムに合った「わらべうたや手あそび

など」でみんなが体を動かして楽し

めるあそびの場の提供を目的に、イ

ベント参加や企画。 

【主な活動場所など】 

○寝屋川市立市民活動センター 

○毎月２回（第１・３月曜日） 

午後２時から 

「
お
っ
と
こ
ま
え
の
会
」
は
平

成
１２
年
に
結
成
さ
れ
た
男
性

１４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

主
に
「
み
い
診
療
所
」
を
拠

点
に
「
み
い
の
郷
」、「
み
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
ゲ
ー
ム
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
・

囲
碁
の
相
手
や
花
見
、
買
い
物

の
付
き
添
い
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
お
年
寄
り
や
女
性
に

は
困
難
な
溝
掃
除
や
家
具
の
移

動
な
ど
力
仕
事
の
依
頼
に
応
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
催
し
物
で

は
綿
菓
子
屋
さ
ん
を
や
り
ま
し

た
。 「『

あ
り
が
と
う
』『
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
』
と
喜
ん
で
も

ら
っ
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
」
と
代
表
の
言
葉
。 

「
み
い
の
郷
」
の
利
用
者
と
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
お
買
い
物 

 

し
て
い
る
よ
』
と
喜
ん
で

も
ら
っ
て
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
」
と
代
表

の
言
葉
。 

こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
は
じ
め
活

動
の
場
を
広
げ
て
い
く
た

め
ど
ん
な
取
り
組
み
が
で

き
る
か
話
し
合
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

 

（
三
原
） 

 

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
講
師
は
日
本
グ
ッ
ド
・
ト

イ
委
員
会
～
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
の
竹
田
ひ

と
み
さ
ん
。 

新
聞
紙
を
使
っ
て
お
も
ち
ゃ
づ

く
り
に
挑
戦 

綿
菓
子
屋
さ
ん
を
や
り
ま
し
た
。 

「『
あ
り
が
と
う
』『
楽
し
み
に 
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ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

 
月 活 動 日 

活  動  先 

（施設・団体） 
活動分野 活動内容 

人

数 

対   応 

［ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・校区・団体］ 

10 

1・7 寝屋川南病院デイケア室 高 齢 者 行事援助 11 大阪睦会・天満天神の会 

9 グレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 8 大阪睦会 

10 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児 保  育 2 明和 

11 障害児者を守る親の会 障害児者 保  育 4 西・桜 

11 特養 いちょう園 高 齢 者 行事援助 16 明和・梅が丘 

17 神田ふれあいサロン 高 齢 者 行事援助 4 歌体操寝屋川グループ 

21・25 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 9 
「夢楽らいぶ」一座 

歌体操寝屋川グループ 

26 日本郵便(株)近畿支社 一 般 行事援助 1 個人 

小計 10 8   55  

11 

1 ワークセンター小路 障 害 者 行事援助 9 明和・東 

1 香里幼稚園小百合会 幼 児 行事援助 7 わくわく未来塾 

2 百丈山合掌会 高 齢 者 行事援助 18 三井・第五・国松・中央 

5 ツクイ寝屋川デイサービス 

 
高 齢 者 行事援助 1 個人 

11 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児 保 育 4 明和 

14・19 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 17 ハーモニカ同好会・楠美会 

15 障害児者を守る親の会 障害児者 保 育 2 北 

19 特養 和の里 高 齢 者 行事援助 6 栄光会 

23 池の里クラブ 児 童 行事援助 19 
池田・桜・点野・成美 

石津・田井 

小計 10 9   83  

１０月～１１月 集計  活動日数２０日   活動件数：１７件  ボランティア数：１３８人 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

○
個
人 

新
宅 

智
子
さ
ん 

人
生
も
終
盤
を
迎
え
、
今
日
ま
で
を
ふ
り
返
る
と
き
、

心
豊
か
に
充
実
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
た
こ
の
６０
余

年
。
ま
た
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人
と
の
出
会
い
や
多

く
の
感
動
を
享
受
し
得
た
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

○
団
体 

河
北
民
踊
同
好
会 

 

長
年
に
わ
た
り
市
内
外
、
民
踊
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
。
会
員
３８
人
。
民
踊
の
研
鑚
を
積
み
な
が

ら
、
月
４
回
の
定
期
的
な
施
設
訪
問
で
は
、
喜
ん
で
く
だ

さ
る
高
齢
者
の
笑
顔
や
拍
手
、
ま
た
来
て
ね
！
の
声
掛
け

を
力
に
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

大
阪
府
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰 

○
個
人 

武
井 

林
さ
ん 

 

今
回
の
受
賞
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
の
貢

献
に
対
し
て
の
こ
と
だ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
団
体 

擬
似
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

う
ら
し
ま
さ
ん 

 

主
に
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
車
い
す
、
ア
イ
マ
ス

ク
、
高
齢
者
擬
似
体
験
な
ど
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
区
福
祉
委
員

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
実
施
。
会
員
１２
人
。
学
校
側
と
の

事
前
の
打
合
せ
、
準
備
、
道
具
の
整
備
な
ど
手
間
も
か
か

り
ま
す
が
、
終
了
後
に
子
ど
も
達
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
と
笑
顔
に
何
よ
り
報
わ
れ
ま
す
。 

 

 平成26年度大阪府社会福祉大会で、下記の

みなさんが表彰されました。受賞のみなさん

から寄せられた喜びの言葉は・・・・・ 



ボランティアセンター通信 平成２７年１月１日 ８８号（４）  

 

 

 

奈良女子大学博士研究員  

 張 秀敏 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業

をきっかけに、母校である奈良女子大学を通

して、寝屋川市社会福祉協議会における５か

月間の研修ができました。（中略） 

社協における日常業務や行事への参加な

どを通して、日本の地域社会ではボランティ

ア活動が活発であること（中略）などがわか

りました。 

一方、介護保険などの福祉サービスが、法

律で定められているが、現状において条件に

満たさない生活困窮者が増加していること、

地域の見守り活動の多くは住民で構成され

たボランティアによるものであるが、完全に

無給であり継続が困難などの問題が顕著で

あることもわかりました。 

社協での研修とこれまでの研究を通して、

中国と日本は地域福祉においてそれぞれ欠

点があることが分かりました。歴史から見て

もかなり深い関係にある両国は、今後高齢化社

会という共同の課題を抱えながら共存共栄で

調和のとれた社会を目標とし、お互いに助け合

い、共に突破口を探らなければなりません。 

私は微力でありながら、今後、仕事や研究

で更に中国と日本の現状を明らかにした上

で、その問題点に応じて提案し、両国の地域

福祉事業や学術研究に貢献したいと考えて

います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
月
・
水
・
金
曜
日
以
外
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

が
対
応
し
ま
す
） 

 

 

１１
月
８
日
、
和
光
小
学
校
の

家
庭
科
室
で
和
光
校
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
会
と
当
セ
ン
タ
ー
共

催
で
【
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
】
を
開
き
ま
し
た
。 

参
加
者
の
こ
え 

○
同
じ
地
域
の
方
と
楽
し
く
調 

 

理
、
交
流
も
で
き
て
よ
か
っ
た
。 

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
サ
ロ
ン
開
催
時
に
役
立

て
た
い
と
思
う
。 

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
若
い
世
代
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
。 

 

 

池
田
・
桜
校
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
会
と
当
セ
ン
タ
ー
共
催
で

１１
月
１５
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

何
や
ろ
ね 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

楽
し
む
コ
ツ
が
わ
か
る
入
門
講

座
】
を
開
き
ま
し
た
。 

 

大
阪
教
育
大
学
准
教
授
の
新

崎
国
広
さ
ん
の
講
義
、
４
人
の

活
動
実
践
者
の
話
と
続
き
ま
し

た
。
髙
居
、
谷
垣
両
部
会
長
か

ら
は
「
今
日 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
手
際
よ

く
調
理
が
進
む
会
場 

ら
「
今
日
の
お
話
し
が
今
後
の

活
動
に
役
立
つ
こ
と
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
生
き
が

い
に
つ
な
が
れ
ば
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
を
座
長
に
Ｖ
活
動
に
つ
い

て
語
る
パ
ネ
リ
ス
ト
と
参
加
者

の
み
な
さ
ん 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す 

▼
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
智
） 


